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は
否
め
な
い
。

　
法
改
正
は
、
資
源
の
適
切

な
管
理
と
水
産
業
の
成
長
産

業
化
の
両
立
を
図
り
、
漁
業

者
の
所
得
向
上
と
漁
業
就
業

構
造
の
確
立
を
目
指
す
と
し

て
い
る
。
こ
の
成
長
産
業
化

は
漁
業
者
が
実
践
で
き
、
そ

の
効
果
を
生
産
活
動
に
生
か

さ
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え

る
。
　
─
 具体
的
に
は
、
漁
業

権
の
許
可
制
度
見
直
し
や
Ｉ

Ｑ
（
個
別
漁
獲
割
り
当
て
）

制
度
導
入
な
ど
が
ポ
イ
ン

ト
。
養
殖
や
定
置
網
の
漁
業

権
に
つ
い
て
、
知
事
が
免
許

す
る
際
の
優
先
順
位
が
な
く

な
り
、
企
業
の
参
入
が
始
ま

る
と
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
松
本
理
事
長
　
養
殖
な
ど

の
漁
業
権
に
つ
い
て
は
、
改

正
漁
業
法
で
も
優
先
順
位
は

含
ま
れ
る
と
い
う
解
釈
だ
。

既
存
の
漁
業
権
を
「
有
効
か

つ
適
切
に
活
用
し
て
い
る
場

合
は
そ
の
継
続
利
用
を
優

先
」
と
し
て
お
り
、
漁
協
、

漁
業
者
に
免
許
さ
れ
る
。

「
有
効
か
つ
適
切
」
と
は
、

環
境
に
適
合
し
た
資
源
管
理

等
を
行
い
持
続
的
な
漁
場
の

活
用
を
指
し
て
い
る
。

　
ま
た
、「
今
後
と
も
漁
業

権
制
度
を
維
持
す
る
」
と
し

て
お
り
、
新
た
な
漁
業
権
を

設
定
す
る
場
合
に
お
い
て
も

漁
協
等
利
害
関
係
者
の
意
見

を
聞
き
、
調
整
が
必
要
と

し
、
漁
協
の
役
割
が
し
っ
か

り
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　
─
 三陸
で
は
大
震
災

後
、
漁
業
者
の
減
少
も
あ
っ

て
生
産
が
戻
ら
ず
、
養
殖
で

は
空
き
漁
場
が
発
生
。
こ
の

対
策
と
し
て
、
企
業
な
ど
の

新
規
参
入
で
は
な
く
、
地
元

漁
協
・
漁
業
者
が
進
め
る
べ

き
こ
と
は
。
国
民
か
ら
水
産

物
の
安
定
供
給
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

の
減
少
を
高
単
価
が
補
う
な

ど
、
水
揚
げ
金
額
は
震
災
前

の
水
準
に
戻
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
も
ひ
と
え
に
組
合
員

皆
さ
ま
の
ご
尽
力
の
た
ま
も

の
と
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
ホ
タ

テ
・
ア
カ
ガ
イ
に
つ
き
ま
し

て
は
、
か
つ
て
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
ま
ひ
性
貝
毒
の
発

の
歩
み
は
確

か
な
も
の
と

な
っ
て
お
り

ま
す
。

　
一
方
、
浜

で
は
漁
港
整

備
や
道
路
・

防
潮
堤
工
事

　
政
府
が
水
産
政
策
の
改
革

に
向
け
臨
時
国
会
に
提
出
し

た
「
漁
業
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
等
の
法
律
」
が
　12

月
、
成
立
し
た
。
漁
業
権
許

可
制
度
の
見
直
し
な
ど
で
、

な
お
心
配
が
根
強
い
。
当
組

合
の
松
本
洋
一
理
事
長
に
聞

い
た
。

　
─
 改正
漁
業
法
で
、
評

価
す
べ
き
こ
と
と
懸
念
さ
れ

る
部
分
は
。

　
松
本
洋
一

理
事
長
　
ま

ず
、
漁
業
の

根
幹
に
関
わ

る
法
案
が
短

期
間
に
閣
議

決
定
さ
れ
、

国
会
で
短
時

間
の
質
疑
で

成
立
し
た
こ

と
に
拙
速
感

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
年
頭
に
あ
た
り
組
合
員
の

皆
さ
ま
な
ら
び
に
漁
協
系

統
の
皆
さ
ま
に
謹
ん
で
新
年

の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　
あ
ら
た
め
て
申
し
上
げ
る

　
松
本
理
事
長
　
確
か
に
漁

業
者
は
減
少
し
た
が
、
県
内

の
各
浜
に
空
き
漁
場
は
な
い

と
い
う
認
識
だ
。
魚
種
に
よ

っ
て
は
漁
場
が
足
り
な
い
と

い
う
人
も
い
る
。
生
産
量
が

戻
ら
な
い
の
は
、
カ
キ
と
ワ

カ
メ
で
は
密
殖
を
改
め
て

施
設
の
間
隔
を
広
げ
適
正

に
し
た
か
ら
だ
。
ホ
タ
テ
は

移
入
半
成
貝
の
死
滅
が
大
き

く
、
昨
年
は
貝
毒
の
問
題
も

あ
っ
た
。

　
─
 海区
漁
業
調
整
委
員

の
公
選
制
を
廃
止
し
、
全
員

を
知
事
が
任
命
す
る
と
し
て

い
る
点
は
。

　
松
本
理
事
長
　
公
選
制
は

廃
止
さ
れ
る
が
、
漁
協
等
か

ら
の
推
薦
や
募
集
に
よ
り
、

従
前
通
り
多
く
の
漁
業
者
が

代
表
と
し
て
任
命
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。

　
─
 密漁
の
罰
則
金
が
最

大
２
０
０
万
円
か
ら
３
千
万

円
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
と
い

う
の
は
。

　
松
本
理
事
長
　
罰
則
強
化

は
密
漁
の
抑
止
に
も
効
果
が

あ
る
と
評
価
し
て
い
る
。

　
　
　
◇

　
当
組
合
は
水
産
政
策
の
改

革
と
漁
業
法
等
の
一
部
改
正

に
つ
い
て
１
月
　
日
、
県
と
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と
も
に
石
巻
市
の
河
北
総
合

セ
ン
タ
ー
（
ビ
ッ
グ
バ
ン
）

で
説
明
会
を
開
き
ま
す
。
水

産
庁
の
担
当
者
も
出
席
す
る

予
定
で
す
。

  浜
に
活
気
、「
再
生
」 確
実
に

  漁
港
な
ど
環
境
整
備
に
遅
れ

経
営
管
理
委
員
会
会
長
 ・
 丹
野
一
雄
   

仙
台
湾
に
保
護
区
域
  同
封
チ
ラ
シ
に
詳
細

は
今
も
進
行
中
で
あ
り
、
水

産
業
の
環
境
整
備
は
遅
れ

て
い
る
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ

ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
の

水
揚
げ
状
況
は
、
ギ
ン
ザ
ケ

が
順
調
で
あ
り
、
数
量
、
単

価
と
も
良
好
で
し
た
。
現

在
、
盛
漁
期
を
迎
え
て
い
る

鮮
カ
キ
も
前
年
同
期
を
上
回

る
実
績
、
乾
の
り
も
生
産
量

ま
で
も
な
く
、
県
内
の
各
浜

は
以
前
の
よ
う
に
活
気
を
取

り
戻
し
、
宮
城
の
水
産
業
が

生
に
よ
り
生
販
と
も
に
苦
戦

を
強
い
ら
れ
た
年
で
し
た
。

　
ま
た
、
サ
ン
マ
・
イ
カ
・

イ
サ
ダ
等
の
漁
獲
高
も
減
少

し
て
お
り
、
原
因
が
他
国
の

乱
獲
な
の
か
、
黒
潮
の
蛇
行

の
せ
い
な
の
か
詳
細
は
不
明

で
す
が
、
小
型
漁
船
漁
業
を

取
り
巻
く
環
境
は
依
然
と
し

て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
海
況
と
資
源
の
一
日
も

早
い
回
復
を
願
う
も
の
で
あ

り
ま
す
。

　
当
組
合
と
い
た
し
ま
し
て

は
、「
組
合
員
の
生
活
向
上
、

漁
村
地
域
の
発
展
」
と
「
消

費
者
の
皆
さ
ま
に
安
全
・
安

心
な
水
産
物
を
安
定
的
に

供
給
す
る
こ
と
」
を
第
一
の

使
命
と
し
、
役
職
員
一
丸
と

な
り
事
業
活
動
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆

さ
ま
の
よ
り
一
層
の
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
漁

業
の
豊
か
な
将
来
を
念
じ
つ

つ
、
各
浜
で
ご
活
躍
の
皆
さ

ま
の
安
全
と
ご
繁
栄
・
ご
多

祥
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

漁業権の優先順位含む

と
仙
台
東
地
区
の
一
部
１
５

４
店
舗
で
　
日
ま
で
を
予
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定
。
具
材
は
「
焼
鮭
」
「
肉

味
噌
」
の
２
種
類
。

　
コ
ン
ビ
ニ
お
に
ぎ
り
向
け

の
の
り
は
こ
れ
ま
で
、
九
州

有
明
産
が
大
半
を
占
め
て
い

た
が
、
組
合
員
が
生
産
し
た

乾
の
り
の
味
・
つ
や
・
香
り
・

歯
切
れ
が
評
価
さ
れ
た
。
期

間
限
定
後
の
本
格
販
売
が
検

討
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
、

セ
ブ
ン
の
お
に
ぎ
り
に

「
寒
流
の
り
」 デ
ビ
ュ
ー

　
「
宮
城
県
産
寒
流
の
り
使

用
」
を
う
た
っ
た
お
に
ぎ
り

＝
写
真
＝
が
年
明
け
８
日
か

ら
、
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
で
販

売
さ
れ
て
い
る
。
石
巻
地
区

年
頭
あ
い
さ
つ
 

「水産政策の改革」松本理事長に聞く 

こ
こ
ま
で
「
復
興
」
で
き
ま

し
た
こ
と
は
、
多
方
面
に
わ

た
る
ご
支
援
の
た
ま
も
の
と

感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ

り
ま
す
。

　
さ
て
、
平
成
　
年
を
振
り
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返
り
ま
す
と
、
沿
岸
養
殖
や

漁
船
漁
業
の
生
産
に
つ
き
ま

し
て
は
、
組
合
員
の
皆
さ
ま

と
関
係
機
関
の
ご
協
力
の
も

と
、
復
興
か
ら
「
再
生
」
へ

１
０
２
点
か
ら
入
念
に
 
「
献

上
の
り
」 を
選
ん
だ
審
査
会

％
）、
平
均
１
０
０
枚
単
価

１
２
８
８
円
（
同
　
％
）。
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１
、
２
等
と
技
術
賞
の
受

賞
者
は
次
の
通
り
（
か
っ
こ

内
は
所
属
支
所
・
地
区
。
敬

称
略
）。

　
▽
１
等
　
相
澤
太
（
矢

本
）、
野
村
秀
友
（
同
）、
瀬

戸
博
之
（
東
宮
浜
）、
我
妻

貞
俊
（
同
）、
大
石
顕

（
同
）、
伊
丹
幸
一
（
菖
蒲

田
浜
）

　
▽
２
等
　
津
田
大
（
矢

本
）、
阿
部
雄
美
（
同
）、
三

浦
正
洋
（
同
）、
丹
野
侃

（
石
巻
湾
）、
手
代
木
浩
二

（
鳴
瀬
）、
石
垣
久
（
同
）、

熊
谷
義
宏
（
同
）、
鹿
野
拓

洋
（
同
）

　
▽
技
術
賞
　
門
馬
雅
則

（
宮
戸
）、
本
田
智
章
（
石

巻
湾
）、
手
代
木
千
年
（
鳴

瀬
）、
齋
藤
吉
勝
（
代
ケ
崎

浜
）、
佐
藤
建
一
（
吉
田
浜
）

が
出
品
さ
れ
た
。
伊
藤
貴
委

員
長
（
県
仙
台
地
方
振
興
事

務
所
水
産
漁
港
部
長
）
を
は

じ
め
と
し
た
審
査
委
員
会
が

厳
正
に
評
価
し
て
　
点
の
入

68

賞
を
決
め
た
。

　
伊
藤
審
査
委
員
長
は
評
価

の
ポ
イ
ン
ト
を
「
色
と
つ

や
。
そ
れ
か
ら
仕
上
が
り
で

表
面
の
ざ
ら
つ
き
が
少
な
く

均
等
に
葉
が
並
ん
で
い
る
か

と
い
う
き
め
の
細
か
さ
」
と

説
明
。「
今
年
は
全
体
的
に

レ
ベ
ル
が
高
く
、
い
ず
れ
も

素
晴
ら
し
い
出
来
栄
え
。
優

勝
の
決
め
手
は
き
め
の
細
か

さ
で
、
他
と
比
べ
際
立
っ
て

い
た
」
と
ま
と
め
た
。

　
一
方
、
今
季
の
乾
の
り
販

売
は
昨
季
と
比
べ
数
量
で
３

割
減
と
苦
戦
し
て
い
る
。
入

札
は
塩
釜
総
合
支
所
共
販

所
で
昨
年
末
ま
で
に
５
回

開
催
し
、
累
計
で
５
９
１
５

万
枚
（
前
年
同
期
比
　
％
）、
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７
億
６
２
０
０
万
円
（
同
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皇
室
へ
の
「
献
上
の
り
」

を
選
出
す
る
新
年
恒
例
の

「
奉
献
乾
海
苔
（
ほ
し
の

り
）
品
評
会
」
の
審
査
会

が
１
月
６
日
、
塩
竈
市
の

鹽
竈
神
社
で
開
催
さ
れ

た
。
優
勝
に
輝
い
た
の
は

当
組
合
七
ヶ
浜
支
所
代
ケ

崎
浜
地
区
の
石
森
喜
一
さ

ん
。
準
優
勝
に
は
矢
本
支

所
の
三
浦
一
郎
さ
ん
が
選
ば

れ
た
。

　
表
彰
式
は
　
日
に
同
神
社

11

で
行
わ
れ
た
。
石
森
、
三
浦

の
両
氏
と
同
神
社
は
２
月
、

皇
居
に
参
上
し
て
皇
室
と
宮

家
に
受
賞
の
り
を
献
上
す
る

予
定
だ
。

　
品
評
会
は
今
年
で
　
回
71

目
。
当
組
合
と
産
業
振
興
大

祭
協
賛
会
が
主
催
し
、　
支
11

所
の
　
地
区
か
ら
１
０
２
点

17

 石
森
喜
一
氏
が
優
勝

審
査
会
 「
 レ
ベ
ル
の
高
い
年
 」 

鹽
竈
神
社
 「

献
上
の
り
」
 

決
ま
れ
ば
生

産
意
欲
を
高

め
る
一
助
と

な
り
そ
う
。
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漁
業
法
改
訂
 、 県
と
の
協
議
に
力
を

協同組合論
北海学園大学
経済学部教授

濱 田 武 士 ⑮
　
漁
業
法
が
改
訂
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
改

訂
で
、
特
定
区
画
漁
業
権
、

優
先
順
位
制
度
、
海
区
漁
業

調
整
委
員
会
の
公
選
委
員
制

度
が
な
く
な
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

な
る
こ
と
で
、
基
本
的
に
個

別
の
漁
業
者
に
付
与
さ
れ
る

区
画
漁
業
権
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
適
切
か
つ
有
効
に

漁
場
が
利
用
さ
れ
て
い
て
、

漁
業
者
が
望
む
場
合
は
、
こ

れ
ま
で
と
同
じ
く
漁
協
に
免

れ
る
公
選
委
員
で
し
た
。
し

か
し
、
実
態
と
し
て
選
挙
が

あ
ま
り
行
わ
れ
て
い
な
い
と

い
う
こ
と
を
理
由
に
公
選
委

員
制
度
が
廃
止
さ
れ
、
今
後

は
都
道
府
県
が
全
て
の
委
員

を
選
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
意
味
し

て
い
る
か
お
分
か
り
で
し
ょ

う
か
。

　
ひ
と
つ
は
、
養
殖
や
定
置

網
の
事
業
者
に
対
し
て
漁
民

の
意
思
を
結
集
さ
せ
て
対
抗

す
る
と
い
う
法
的
手
段
が
失

　
特
定
区
画
漁
業
権
は
、
宮

城
県
内
で
営
ま
れ
て
い
る
養

殖
種
全
て
に
必
要
と
さ
れ
る

権
利
で
あ
り
、
そ
の
免
許
先

は
優
先
順
位
制
度
で
地
元
漁

協
に
優
先
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
そ
れ
が
な
く

許
さ
れ
る
と
し
て
い
ま
す
。

競
願
に
な
っ
た
場
合
は
「
地

域
の
水
産
業
の
発
展
に
資
す

る
」
も
の
に
優
先
さ
れ
る
よ

う
で
す
。

　
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
は

　
人
中
９
人
が
選
挙
で
選
ば

15

知
事
が
選
ん
だ
候
補
者
を
議

会
に
か
け
て
選
出
す
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
浜
と
は
関
係

な
い
議
員
が
多
い
県
議
会
の

な
か
で
委
員
が
選
ば
れ
る
、

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
制
度
の
廃
止
は

わ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
れ
ま
で
外
部
の
企
業
が
養

殖
を
営
み
た
い
と
き
、
漁
協

の
組
合
員
に
な
る
か
、
漁
協

や
浜
の
了
承
を
得
て
漁
業
権

を
都
道
府
県
か
ら
直
接
免
許

さ
れ
る
こ
と
が
条
件
で
し

た
。
新
法
で
も
、
紛
争
を
防

止
す
る
こ
と
が
基
本
な
の

で
、
県
行
政
の
企
業
参
入
の

進
め
方
も
現
場
レ
ベ
ル
で
は

こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。
た
だ
し
、
次
の

点
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

現
行
漁
業
法
の
下
で
は
、
参

入
し
た
企
業
が
浜
の
秩
序
を

乱
す
場
合
は
、
組
合
員
に
な

っ
て
い
る
場
合
は
除
名
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
し
、
直

接
漁
業
権
を
得
て
い
る
場
合

で
も
漁
協
が
免
許
申
請
す
る

こ
と
で
追
い
出
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
優
先
順
位
制
度

廃
止
で
、
そ
の
手
段
が
な
く

な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
も
う
ひ
と
つ
は
法
律
か
ら

「
漁
民
」
が
消
え
る
点
で

す
。
優
先
順
位
は
、
定
置
の

場
合
は
１
位
、
養
殖
の
場
合

は
２
位
に
位
置
付
け
ら
れ
る

対
象
者
が
「
地
元
漁
民
の
７

割
以
上
を
含
む
法
人
」
で
し

た
。
ま
た
海
区
漁
業
調
整
委

員
会
公
選
委
員
の
選
挙
の
有

権
者
は
、
漁
業
に
従
事
す
る

漁
民
で
し
た
。
漁
民
と
は
、

年
間
　
日
以
上
、
漁
業
で
働

90

く
者
を
意
味
し
ま
す
。
経
営

者
だ
け
で
な
く
乗
り
子
も
含

ま
れ
る
わ
け
で
す
。
優
先
順

位
、
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

の
公
選
制
が
な
く
な
っ
た
こ

と
で
、「
漁
民
」
と
い
う
用

語
が
法
律
か
ら
消
え
ま
し

た
。
漁
民
の
意
向
や
態
度
が

法
的
に
反
映
さ
れ
な
く
な
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
漁
場
利
用
を

ど
う
す
る
か
は
、
県
行
政
と

漁
民
の
間
で
決
め
る
と
い
う

ス
タ
イ
ル
が
貫
徹
し
て
き
ま

し
た
。「
漁
業
の
民
主
化
を

図
る
」
と
し
た
漁
業
法
の
理

念
で
も
あ
り
ま
し
た
。
法
改

訂
で
、「
民
主
化
」
「
漁
民
」

が
消
え
ま
し
た
が
、
県
行
政

は
こ
れ
ま
で
の
慣
習
を
無
視

で
き
ま
せ
ん
。
で
す
の
で
、

こ
の
基
本
が
直
ち
に
変
わ
る

と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
た
だ
し
、
法
的
に
は
県

行
政
サ
イ
ド
が
主
導
権
を
握

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
今

後
、
よ
り
県
行
政
と
漁
協
と

の
関
係
が
問
わ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
で
は
、
こ
れ
か
ら
ど
う
す

れ
ば
よ
い
の
か
。
そ
の
答
え

は
簡
単
で
す
。
こ
れ
ま
で
以

上
に
、 県
行
政
、 漁
協
関
係

者
そ
し
て
漁
民
と
が
、
顔

を
合
わ
せ
、
し
っ
か
り
と
話

し
合
う
場
を
増
や
す
こ
と
で

す
。

　
シ
ロ
サ
ケ
の
海
中
飼
育
は

志
津
川
湾
水
系
さ
け
ま
す
増

殖
協
会
か
ら
の
依
頼
。
サ
ケ

は
地
元
市
場
の
水
揚
額
の
約

６
割
を
占
め
る
重
要
魚
種
。

震
災
前
か
ら
海
中
飼
育
し
放

流
を
行
っ
て
き
た
が
、
震
災

で
施
設
も
稚
魚
も
流
失
。
将

来
の
水
揚
げ
を
懸
念
し
、
す

ぐ
さ
ま
自
力
で
復
旧
さ
せ

た
。
現
在
　
万
尾
を
飼
育
。
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「
皆
親
の
世
代
の
青
年
部

活
動
を
見
て
育
っ
た
。
そ
し

て
今
、
自
分
た
ち
が
親
と
な

り
、
小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

な
ど
を
す
る
歳
に
な
っ
た
」

と
佐
藤
一
弥
部
長
。

　
自
分
た
ち
の
子
の
世
代
に

向
け
一
昨
年
か
ら
始
め
た
の

が
地
元
小
学
校
で
の
出
前
授

業
。
４
年
生
に
ワ
カ
メ
の
生

態
な
ど
を
教
え
、
塩
蔵
ワ
カ

メ
の
芯
抜
き
作
業
も
体
験
。

「
意
外
と
地
元
の
海
の
こ
と

を
知
ら
な
い
」
の
は
驚
き
で

は
あ
っ
た
が
、
そ
の
一
方
、

と
て
も
反
応
が
よ
か
っ
た
。

道
を
歩
い
て
い
て
「
ワ
カ
メ

の
お
っ
ち
ゃ
ん
」
と
声
を
か

販
売
し
、
好
評
だ
っ
た
。
普

段
消
費
者
と
直
接
触
れ
合
う

機
会
は
な
い
。
だ
か
ら
消
費

者
は
ど
う
思
っ
て
い
る
の

か
、
ど
う
し
た
ら
売
れ
る
の

か
、
そ
れ
を
考
え
る
ま
た
と

な
い
経
験
と
な
る
。「
立
派

な
も
の
を
作
り
た
い
」
と
い

う
意
識
が
高
く
、「
皆
か
っ

こ
い
い
で
す
よ
」
と
佐
藤
部

長
は
胸
を
張
る
。

　
こ
れ
ら
の
ほ
か
海
岸
清
掃

も
継
続
。
昨
年
は
ヒ
ジ
キ
養

殖
試
験
も
軌
道
に
乗
っ
て
き

た
。
志
津
川
支
所
の
青
年
部

担
当
の
高
橋
義
明
さ
ん
は

「
若
い
か
ら
い
ろ
ん
な
発
想

が
生
ま
れ
ま
す
ね
。
そ
れ
が

大
事
」
と
話
す
。

　
こ
う
し
た
精
力
的
な
活
動

を
佐
藤
部
長
は
、「
自
分
た

ち
が
親
に
な
り
、
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
頑
張
り
た
い
と

い
う
思
い
が
強
く
な
っ
た
。

『
持
続
可
能
』
の
『
持
続
』

と
い
う
の
は
、
子
ど
も
た
ち

に
ど
う
伝
え
る
か
と
い
う
こ

と
。
こ
の
海
の
豊
か
さ
を
ち

ゃ
ん
と
伝
え
て
い
る
か
、
常

に
考
え
ま
す
」
と
話
す
。

　
資
源
や
環
境
だ
け
で
な

く
、
人
も
思
い
も
持
続
さ
せ

て
き
た
頼
れ
る
青
年
部
だ
。

長
）
が
主
催
す
る
第
　
回
34

「
み
や
ぎ
海
の
子
」
作
文
の

表
彰
式
が
　
月
　
日
、
石
巻

12

25

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

の
「
海
を
愛
す
る
心
」
を
育

て
る
こ
と
が
目
的
で
、
毎

年
、
県
内
に
住
む
小
中
学

生
を
対
象
に
募
集
し
審

査
、
表
彰
を
行
っ
て
い
ま

す
。
　
夏
休
み
に
書
か
れ
た
作
文

　
点
が
県
内
　
の
小
中
学
校

89

23

か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
厳

正
な
審
査
の
結
果
、
第
一
部

（
小
学
１
～
３
年
生
）、
第

二
部
（
小
学
４
～
６
年
生
）、

第
三
部
（
中
学
生
）
各
８
つ

の
賞
で
合
わ
せ
て
　
人
が
受

24

賞
＝
表
。
表
彰
式
で
賞
状
と

記
念
品
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。
　
江
刺
会
長
は
「
地
元
の
子

ど
も
た
ち
に
海
に
関
心
を
持

っ
て
ほ
し
い
。
一
回
よ
そ
に

出
て
も
、
何
年
か
後
に
戻
っ

て
き
て
浜
の
後
継
者
に
な
っ

て
も
ら
え
れ
ば
」
と
期
待
を

寄
せ
ま
し
た
。

　
受
賞
作
品
は
冊
子
に
ま
と

め
ら
れ
来
場
者
に
配
ら
れ
た

ほ
か
、
応
募
の
あ
っ
た
小
中

学
校
や
各
支
所
に
配
布
さ
れ

ま
す
。

 「
 持

続
可
能
 」
 な

漁
業
を
　

　
子
ど
も
ら
に
伝
え
た
い
 

　
活
動
が
盛
ん
で
、　
人
い

18

る
部
員
の
な
か
に
は
高
校
を

卒
業
し
た
て
も
２
人
い
る
と

い
う
、
若
く
て
勢
い
の
あ
る

青
年
部
だ
。
活
動
の
種
類
は

多
く
、
磯
焼
け
対
策
、
シ
ロ

サ
ケ
の
海
中
飼
育
、
小
学
校

で
の
出
前
授
業
、
各
種
イ
ベ

ン
ト
へ
の
参
加
な
ど
。

　
志
津
川
湾
は
昨
年
　
月
に

10

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
に
登
録
さ

れ
た
。
豊
か
な
藻
場
が
評
価

さ
れ
た
が
、
一

方
で
磯
焼
け
も

進
ん
で
い
る
。

青
年
部
で
は
東

北
大
学
の
協
力

も
得
、
２
０
１

　
本
年
度
漁
協
系
統
功
労
者

表
彰
が
　
月
　
日
に
東
京
・

11

22

如
水
会
館
で
あ
り
、
唐
桑
支

所
の
畠
山
政
則
運
営
委
員
長

（
　
）
が
栄
誉
を
受
け
た
。
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支
所
の
健
全
な
運
営
や
組

合
員
へ
の
経
営
指
導
、
漁
家

経
営
の
安
定
に
努
め
た
こ
と

が
評
価
さ
れ
た
。
当
組
合
の

発
足
と
同
時
に
経
営
管
理
委

員
に
就
任
し
経
営
基
盤
強
化

に
貢
献
し
た
り
、
東
日
本
大

震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
で

大
き
な
功
績
が
あ
っ
た
こ
と

も
認
め
ら
れ
た
。

志
津
川
支
所

４
年
か
ら
ウ
ニ
の
駆
除
を
行

っ
て
い
る
。
何
年
も
続
け
る

こ
と
で
明
ら
か
に
ア
ラ
メ
群

落
が
回
復
。
今
後
も
継
続
し

て
い
く
。
以
前
か
ら
「
登
録

さ
れ
て
も
恥
ず
か
し
く
な
い

よ
う
に
」
湾
の
藻
場
を
守
っ

て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
が

部
員
全
員
に
あ
っ
た
。

畠
山
政
則
運
営
委
員
長

畠
山
唐
桑
運
営
委
員
長
に

漁
協
運
動
功
労
者
の
栄
誉

全
漁
連
が
主
催
。
漁
協
運
動

功
労
者
に
畠
山
運
営
委
員
長

は
じ
め
　
人
、
本
年
度
か
ら

37

の
漁
業
振
興
功
績
者
に
　
人
34

が
選
ば
れ
た
。

　
当
組
合
女
性
部
連
絡
協

議
会
（
江
刺
み
ゆ
き
会

 海
の
子
作
文
　

人
表
彰

24

「
関
心
持
ち
、浜
の
後
継
者
に
」 

㊤シロサケの稚魚移送作業  ㊦小学校の出前
授業でワカメの説明をする青年部員

佐藤一弥部長

女
性
部
連
絡
協
議
会

学年学　校　名氏　　名題　　名賞部

３年女川町立女川小学校佐藤　長征ぼくのホワイトブーツヒーロー宮 城 県 知 事 賞

第
　
一
　
部

２年気仙沼市立唐桑小学校中村　真那斗大すきなつり宮城県漁協経営管理委員会長賞

３年南三陸町立戸倉小学校菅原　ちさわたしのすきな時間宮 城 県 漁 業 共 済 組 合 長 賞

３年石巻市立寄磯小学校浜畑　侑生海の色宮 城 県 ＪＦ 共 済 推 進 本 部 長 賞

３年石巻市立東浜小学校今野　太洋大洋丸日本漁船保険組合宮城県支所運営委員長賞

３年石巻市立東浜小学校阿部　希世輝お父さんの仕事宮城県漁業信用基金協会理事長賞

２年石巻市立東浜小学校阿部　　蘭お父さんのおしごと農 林 中 央 金 庫 仙 台 支 店 長 賞

３年石巻市立大原小学校遊佐　慶紀お父さんの仕事宮城県漁協女性部連絡協議会長賞

６年石巻市立寄磯小学校渡邉　成海新品のカッパ宮 城 県 知 事 賞

第
　
二
　
部

５年石巻市立渡波小学校阿部　匠之介待ってっからね、お父さん宮城県漁協経営管理委員会長賞

６年気仙沼市立唐桑小学校小松　　輝大好きな唐桑の海宮 城 県 漁 業 共 済 組 合 長 賞

４年女川町立女川小学校鈴木　優波「ホタテとホヤ」宮 城 県 ＪＦ 共 済 推 進 本 部 長 賞

５年南三陸町立戸倉小学校澤田　奏音ウニの開口日本漁船保険組合宮城県支所運営委員長賞

５年石巻市立東浜小学校管野　頼那あなごつり宮城県漁業信用基金協会理事長賞

４年石巻市立万石浦小学校村田　めいり私のおじいちゃんの仕事農 林 中 央 金 庫 仙 台 支 店 長 賞

４年南三陸町立戸倉小学校西條　花菜お父さんと海宮城県漁協女性部連絡協議会長賞

２年女川町立女川中学校大江　悠也父は働き者宮 城 県 知 事 賞

第
　
三
　
部

３年気仙沼市立大谷中学校菅原　柚希私たちの海宮城県漁協経営管理委員会長賞

２年気仙沼市立津谷中学校及川　愛佳海の環境について考える宮 城 県 漁 業 共 済 組 合 長 賞

３年気仙沼市立津谷中学校佐藤　知花本来の姿を取り戻す宮 城 県 ＪＦ 共 済 推 進 本 部 長 賞

３年気仙沼市立大島中学校小野寺　香月私たちの海日本漁船保険組合宮城県支所運営委員長賞

３年気仙沼市立大谷中学校佐藤　　和海洋ごみを減らすために宮城県漁業信用基金協会理事長賞

２年女川町立女川中学校秋山　慎之介これからの女川の漁業農 林 中 央 金 庫 仙 台 支 店 長 賞

１年気仙沼市立津谷中学校及川　夏苗海を守る宮城県漁協女性部連絡協議会長賞

第３4回「みやぎ海の子」作文入賞者

け
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

　
養
殖
物
は
年
月
を
か
け
て

出
荷
ま
で
こ
ぎ
つ
け
る
と
い

う
こ
と
を
教
え
た
い
た
め
、

学
校
の
協
力
も
受
け
、
一
昨

年
の
秋
に
は
種
は
さ
み
、
翌

春
に
は
そ
の
め
か
ぶ
削
ぎ
の

体
験
授
業
も
し
た
。

　
ホ
タ
テ
の
耳
づ
り
体
験
、

船
に
乗
せ
て
漁
場
を
案
内
し

た
り
秋
サ
ケ
の
生
態
を
説
明

す
る
な
ど
も
実
施
。
そ
れ
ぞ

れ
ワ
カ
メ
、
カ
キ
、
ギ
ン
ザ

ケ
、
ホ
タ
テ
な
ど
に
着
業

し
、
忙
し
い
時
期
も
異
な
る

の
で
、
昨
年
か
ら
担
当
分
け

を
し
、
皆
が
無
理
な
く
携
わ

れ
る
よ
う
工
夫
し
て
い
る
。

や
が
て
は
加
工
や
、
給
食
で

「
食
べ
る
」
と
こ
ろ
ま
で
を

体
験
し
て
も
ら
い
た
い
。
規

制
は
多
い
が
「
志
津
川
湾

の
、
し
か
も
採
れ
た
て
の
も

の
は
間
違
い
な
く
お
い
し
い

か
ら
」
と
佐
藤
部
長
。

　
イ
ベ
ン
ト
に
も
積
極
的
に

参
加
し
、
自
慢
の
養
殖
物
を

Ｐ
Ｒ
す
る
。　
年
に
は
神
戸

16

マ
ラ
ソ
ン
で
蒸
し
ホ
タ
テ
を
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用
し
、
砂
を
水
圧
で
動
か
し

そ
の
後
ろ
を
引
い
て
い
く
。

あ
る
程
度
の
が
れ
き
も
乗
り

越
え
ら
れ
る
。
３
台
の
提
供

に
加
え
、
昨
年
、
町
の
　
%
55

の
補
助
を
受
け
７
台
を
購

入
。
こ
れ
で
安
全
に
効
率
よ

く
ホ
ッ
キ
漁
が
で
き
る
と
猪

又
さ
ん
は
笑
顔
を
見
せ
る
。

　
山
元
で
は
ほ
か
に
、
春
定

置
２
カ
統
で
ス
ズ
キ
や
ヒ
ラ

メ
、
秋
定
置
３
カ
統
で
は
サ

ケ
、
ほ
か
に
シ
ラ
ス
漁
や
タ

コ
漁
も
行
っ
て
い
る
。「
な

ん
と
か
今
期
の
定
置
も
前
年

を
少
し
超
え
た
く
ら
い
の
水

揚
げ
を
達
成
で
き
た
」
と
運

営
委
員
長
の
顔
に
な
っ
て
安

ど
の
声
を
漏
ら
す
。

　
震
災
後
、
魚
は
よ
く
獲

れ
、
型
も
よ
く
な
っ
た
。
た

だ
、
福
島
県
が
本
格
操
業
に

な
っ
た
ら
資
源
も
変
わ
っ
て

く
る
だ
ろ
う
し
、
単
価
も
わ

か
ら
な
い
と
猪
又
さ
ん
は
気

を
引
き
締
め
る
。
福
島
は
す

ぐ
そ
こ
だ
。

　
津
波
は
北
と
南
か
ら
一
気

に
押
し
寄
せ
、
家
の
多
く
が

土
台
だ
け
に
な
っ
た
。
１
４

３
世
帯
あ
っ
た
家
が
、
今
は

　
世
帯
の
み
。
猪
又
さ
ん
も

15母
と
息
子
を
失
っ
た
。
猪
又

さ
ん
が
父
と
船
に
乗
り
始
め

た
頃
一
緒
に
乗
船
し
て
い
た

頼
れ
る
「
お
っ
か
」
だ
っ

た
。
無
我
夢
中
で
前
を
向

き
、
平
成
　
年
に
は
新
し
い

25

家
を
建
て
た
。

　
震
災
後
、
山
元
に
は
　
～
20

　
代
の
４
人
が
、
勤
め
を
辞

40め
て
親
父
の
後
を
継
ぐ
と
帰

っ
て
き
た
と
、
か
つ
て
の
自

分
を
見
る
よ
う
に
目
を
細
め

る
。「
若
い
人
た
ち
に
望
む

の
は
、
一
生
懸
命
や
る
こ
と

だ
べ
ね
。
つ
ら
い
と
き
も
あ

っ
ぺ
け
ど
、
一
生
懸
命
や
っ

て
れ
ば
、
い
つ
か
は
い
い
こ

と
も
あ
る
。
怠
け
て
た
ん
で

は
わ
か
ん
ね
え
」。

　
ま
た
運
営
委
員
長
と
し
て

「
安
全
操
業
が
第
一
」
と
き

っ
ぱ
り
。
か
つ
て
従
事
し
た

ホ
ッ
キ
漁
で
も
、
一
隻
の
船

に
は
必
ず
２
人
乗
船
す
る
と

い
う
決
ま
り
を
早
く
か
ら
設

け
て
い
た
浜
だ
。

　
現
在
妻
と
娘
と
３
人
暮
ら

し
。
妻
で
あ
る
「
お
っ
か
」

も
、
母
の
「
お
っ
か
」
と
同

様
、
子
ど
も
を
お
ぶ
り
な
が

ら
網
は
ず
し
な
ど
を
手
伝
っ

て
き
た
頼
れ
る
「
丘
船
頭
」

だ
。
休
み
の
日
に
は
、
庭
木

の
手
入
れ
を
し
た
り
、
そ
れ

を
静
か
に
眺
め
る
の
が
楽
し

み
。

や
れ
ば
そ
れ
だ
け
お
金
に
な

っ
た
」。
ホ
ッ
キ
の
資
源
が

豊
富
で
、
ち
ょ
う
ど
ホ
ッ
キ

漁
が
盛
ん
に
な
っ
た
頃
だ
。

　
隻
が
ホ
ッ
キ
け
た
引
漁
に

27携
わ
っ
て
い
た
。

　
山
元
の
ホ
ッ
キ
漁
は
当
初

を
設
け
、
１
日
の
漁
獲
上
限

を
決
め
た
り
、
単
価
の
安
い

と
き
は
あ
ま
り
獲
ら
な
い
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
決
ま
り
事

を
つ
く
っ
て
い
た
。
県
内
で

は
最
も
早
く
か
ら
資
源
管
理

を
徹
底
し
て
き
た
と
い
え

　
猪
又
賢
さ
ん
（
　
）
は
、

64

県
の
最
南
の
海
、
山
元
で
漁

師
を
し
て
　
年
を
超
え
た
。

40

妙
見
丸
（
４
・
９
㌧
）
で
周

年
刺
網
漁
に
従
事
し
、
カ
レ

イ
類
な
ど
を
揚
げ
て
い
る
。

一
昨
年
か
ら
同
支
所
の
運
営

委
員
長
も
務
め
て
い
る
。

　
高
校
卒
業
後
就
職
も
し
た

が
、　
の
と
き
に
戻
っ
て
き

23

た
。
漁
師
の
ほ
う
が
ず
っ
と

稼
げ
た
か
ら
だ
と
い
う
。

「
あ
の
こ
ろ
は
マ
グ
ロ
な
ん

か
も
獲
れ
た
し
、
一
生
懸
命

か
ら
、
産
卵
期
は
早
め
に
切

り
上
げ
る
、
漁
場
を
４
区
に

分
け
、
１
区
は
禁
漁
に
す
る

な
ど
の
取
り
決
め
を
し
て
き

た
。
だ
ん
だ
ん
共
同
船
で

獲
る
よ
う
に
な
り
、
昭
和
　60

年
ご
ろ
か
ら
「
操
業
委
員
」

安
全
第
一
。 資
源
と
魅
力
あ
る
仕
事
を
次
代
へ
 

に
従
事
す
る
人
た
ち
が
い

る
。
　
震
災
後
、
大
量
の
が
れ
き

が
海
底
を
覆
い
、
撤
去
し
て

も
撤
去
し
て
も
シ
ケ
る
と
ま

た
砂
の
下
か
ら
現
れ
る
。
現

在
、
噴
流
式
と
貝
け
た
を
併

る
。
　
や
が
て
北
海
道
や
青
森

の
ホ
ッ
キ
に
押
さ
れ
て
単

価
が
下
が
り
、
猪
又
さ
ん
も

刺
網
に
シ
フ
ト
し
た
。
し
か

し
今
も
秋
定
置
が
終
わ
る
と

３
月
く
ら
い
ま
で
ホ
ッ
キ
漁

信
用
共
済
部

組
合
か
ら
の

組
合
か
ら
の
おお
知知
らら
せせ
 

　
こ
れ
ま
で
事
業
性
資
金
は

融
資
の
対
象
外
で
し
た
が
、

多
目
的
ロ
ー
ン
で
は
漁
船
、

エ
ン
ジ
ン
を
除
く
漁
船
関
連

機
器
類
が
対
象
に
な
り
ま

す
。
魚
群
探
知
機
、
集
魚

灯
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器
等
計
器

類
、
修
理
代
金
、
漁
網
、
活

魚
水
槽
、
加
工
機
器
な
ど
幅

　
当
組
合
は
、
浜
の
暮
ら
し

を
漁
業
経
営
・
生
活
の
面
か

ら
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
ジ

ャ
ッ
ク
ス
保
証
型
ロ
ー
ン
を

拡
充
。
図
の
よ
う
な
商
品
を

用
意
、
提
案
し
て
お
り
ま

す
。
返
済
期
限
を
最
大
で
従

来
の
　
歳
か
ら
　
歳
に
引
き

72

80

上
げ
ま
し
た
。

 キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中

  一
部
漁
船
関
連
機
器
も
追
加
 

ギ
フ
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て

い
ま
す
。
た
だ
し
数
に
限
り

が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
お
１

人
さ
ま
１
回
限
り
、
先
着
順

と
な
り
ま
す
。

　
融
資
ご
希
望
の
方
は
、
こ

の
機
会
を
お
見
逃
し
な
く
、

各
支
所
、
総
合
支
所
ま
で
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
日
本
漁
船
保
険
組
合
（
三

宅
哲
夫
会
長
）
主
催
の
第
　27

回
全
国
漁
船
保
険
推
進
の
つ

ど
い
が
　
月
、
東
京
都
の
ホ

11

テ
ル
で
開
か
れ
、
志
津
川
支

所
が
「
優
良
漁
業
協
同
組

合
・
漁
船
船
主
責
任
部
門
」

で
会
長
特
別
表
彰
を
受
賞
し

た
。
女
川
町
と
表
浜
の
両
支

所
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。

　
こ
の
部
門
の
会
長
特
別
表

彰
は
、
納
め
た
保
険
料
か
ら

払
い
戻
し
を
受
け
た
保
険
金

を
差
し
引
い
た
「
寄
与
額
」

が
全
国
で
優
秀
だ
っ
た
５
漁

協
と
民
間
企
業
１
社
が
受

賞
。
表
彰
盾
が
贈
ら
れ
た
。

産
業
ま
つ
り
に
ボ
ッ
ケ
汁
　
食
2000

 志
津
川
支
所
に

 会
長
特
別
表
彰

日
本
漁
船
保
険
組
合
 

表
彰
を
受
け
る
志
津
川
支
所

の
佐
々
木
孝
男
運
営
委
員
長

（
左
）

ワタリガニ汁を提供した町の産業まつり。 これ
を目当てに訪れる人も多かった

七
ヶ
浜
支
所
女
性
部

産
業
ま
つ
り
に
参
加
し
た
部
員
の
面
々
。 

佐
藤
順
子
部
長
は
後
列
左
か
ら
３
人
目

初
の
料
理
教
室
も

の
歴
史
は
古
い
。
そ
の
名
の

通
り
、
７
つ
の
浜
の
分
会
が

力
を
合
わ
せ
、
ま
と
ま
っ
て

活
動
し
て
い
る
。
主
要
な
も

の
は
、
町
の
産
業
ま
つ
り
へ

の
参
加
。
一
昨
年
ま
で
は
ボ

ッ
ケ
汁
を
１
８
０
０
～
２
０

０
０
食
も
無
償
提
供
。
昨
年

は
ボ
ッ
ケ
が
不
漁
で
、
ワ
タ

リ
ガ
ニ
汁
を
出
し
た
。
ま
つ

り
の
大
き
な
呼
び
物
の
ひ
と

つ
だ
。
か
た
わ
ら
で
は
海
難

　
合
併
前
か
ら
の
各
漁
協
の

女
性
部
を
統
合
。
そ
れ
ぞ
れ

遺
児
へ
の
募
金
な
ど
も
呼
び

掛
け
た
。

　
ま
た
、
昨
年
は
初
め
て
料

理
教
室
を
開
催
し
た
。「
お

さ
か
な
か
た
り
べ
」
の
酒
井

敬
一
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、

講
習
会
の
後
に
調
理
。 「名
前

を
覚
え
る
の
も
た
い
へ
ん
」

と
い
う
横
文
字
の
料
理
に
も

挑
戦
し
た
。 今
後
も
、
カ
ニ
、

ボ
ッ
ケ
、
ノ
リ
な
ど
七
ヶ
浜

が
誇
る
海
の
幸
を
季
節
ご
と

に
使
っ
た
料
理
教
室
を
開
催

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。「
そ
の
時
期
の
旬
の
も

の
を
、
皆
さ
ん
に
ど
う
や
っ

て
知
っ
て
も
ら
う
か
、
部
員

で
考
え
た
い
」
と
佐
藤
順
子

（
よ
り
こ
）
部
長
は
話
す
。

　
部
員
は
全
部
で
二
百
数
十

人
。「
皆
が
寄
れ
ば
い
ろ
ん

な
情
報
が
集
ま
る
。
同
じ
よ

う
な
仕
事
を
し
て
い
る
か

ら
、
う
ち
で
は
こ
う
や
っ
て

い
る
と
い
う
話
も
参
考
に
な

る
。
い
ろ
ん
な
意
見
も
出

て
、
そ
れ
が
（
女
性
部
活
動

の
）
一
番
い
い
と
こ
ろ
」
と

佐
藤
部
長
。

　
他
支
所
と
同
様
、
部
員
の

高
齢
化
と
、
活
動
す
る
の
が

同
じ
顔
触
れ
に
な
っ
て
し
ま

う
と
い
う
の
が
悩
み
の
種
で

は
あ
る
が
、
産
業
ま
つ
り
と

料
理
教
室
を
柱
に
「
も
う
少

し
欲
を
出
し
て
何
か
」
を
し

た
い
と
画
策
す
る
。
周
年
手

の
か
か
る
ノ
リ
着
業
者
が
多

い
た
め
、
な
か
な
か
集
ま
る

の
が
難
し
い
と
は
い
え
、

「
今
年
度
、 来
年
度
に
向
け
、

役
員
の
集
ま
り
を
増
や
し
て

新
し
い
活
動
を
話
し
合
っ
て

い
き
た
い
」
と
前
向
き
だ
。

　
七
ヶ
浜
支
所
な
ら
で
は
の

魅
力
的
な
活
動
が
、
少
し
ず

つ
増
え
て
い
く
こ
と
を
期
待

し
た
い
。

広
く
ご
活
用
い
た
だ

け
ま
す
。

　
３
月
末
ま
で
の
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中

に
ロ
ー
ン
を
ご
契
約

さ
れ
た
方
は
、
口
座

振
り
込
み
な
ど
組
合

の
利
用
状
況
に
応
じ

て
最
大
１
・
０
０
％

の
優
遇
金
利
が
適
用

と
な
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
「
漁
業
者

家
計
メ
イ
ン
化
推
進

運
動
」
を
実
施
中
。

新
た
に
ご
成
約
の
お

客
さ
ま
に
は
雑
貨
・

グ
ル
メ
の
カ
タ
ロ
グ

金
利
優
遇
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名
古
屋
で
の
市
場
ま
つ
り
で
提
供
し
た
蒸
し
ホ
ヤ
。
完
売

す
る
な
ど
、
年
を
追
っ
て
浸
透
の
兆
し
が
み
え
て
き
た

　当組合では秋から冬にかけても、シーズ
ン入りしたカキを中心に、県内外で積極的
に宮城県産水産物をＰＲしています。10月
には宮城県庁前で2018年カキ出陣式を開
催。カキ汁をふるまいました。11月には愛
知でのデンソーイベントや名古屋市場まつ
りに殻付きカキや焼きホタテ、蒸しホヤな
どで出店。11月25日に東京・日比谷公園で
開催されたFish-1グランプリでは、プライ
ドフィッシュ料理コンテストで当組合が出
品した「蒸しカキの和・洋・中ソース添え」
が全漁連会長賞を受賞しました。来場者に
も好評で700食を完売。残る今年度は、県
内の食育活動を展開していきます。行列が絶えなかったFish-1グランプリのブース

　 県外のイベントに積極出展

文
字
が
書
き
に
く
い
な
ど
が

あ
る
」
た
め
、
内
容
を
し
っ

か
り
確
認
し
な
が
ら
接
客
に

当
た
る
。
事
務
で
は
金
銭
を

取
り
扱
う
自
負
か
ら
、「
ミ

ス
な
く
、
素
早
く
、
正
確
に

業
務
を
こ
な
す
こ
と
」
を
大

事
に
し
て
い
る
。

　
髙
橋
勇
太
郎
セ
ン
タ
ー
長

は
「
組
合
員
の
水
揚
げ
が
増

え
る
こ
と
が
一
番
。
市
場
も

加
工
屋
も
支
所
も
み
ん
な
潤

う
」
と
強
調
。

　
昨
年
の
北
部
地
区
は
主
力

魚
種
で
あ
る
ホ
タ
テ
、
ワ
カ

メ
、
イ
サ
ダ
な
ど
の
水
揚
げ

が
不
振
と
な
り
苦
し
ん
だ
。

漁
業
者
の
収
入
が
減
れ
ば
生

活
費
の
た
め
貯
金
の
取
り
崩

　
同
セ
ン
タ
ー
の
施
設
は
気

仙
沼
地
区
支
所
と
併
設
。
主

な
業
務
は
、
信
用
事
業
で
貯

金
の
預
け
入
れ
や
融
資
の
推

進
、
管
理
と
、
他
金
融
機
関

へ
の
振
り
込
み
や
入
金
な
ど

の
為
替
対
応
。
チ
ョ
コ
ー
な

ど
の
共
済
事
業
も
推
進
す

る
。
店
舗
は
同
セ
ン
タ
ー
の

ほ
か
、
歌
津
、
志
津
川
両
支

所
に
窓
口
を
開
設
。
唐
桑
支

所
で
は
火
、
木
の
曜
日
限
定

で
店
舗
を
設
け
る
。

　
貯
金
口
座
数
は
３
つ
の
総

合
支
所
の
中
で
最
多
だ
。

　
「
窓
口
に
い
ら
っ
し
ゃ
る

の
は
高
齢
な
方
が
多
く
、
丁

寧
な
対
応
を
心
が
け
て
い

る
」
と
話
す
の
は
安
部
俊
一

次
長
代
理
。「
耳
が
遠
い
、

　
　
支
所
の
養
殖
魚
種
は
ノ

12
リ
、
カ
キ
、
ワ
カ
メ
、
ホ
タ

テ
、
ギ
ン
ザ
ケ
、
ホ
ヤ
と
県

内
の
全
て
が
そ
ろ
う
。
漁
船

漁
業
は
春
漁
の
イ
サ
ダ
、
コ

ウ
ナ
ゴ
か
ら
、
イ
カ
つ
り
、

底
引
、
サ
ン
マ
、
ア
ナ
ゴ
、

刺
網
、
採
介
藻
な
ど
多
種
多

様
。「
日
本
の
魚
食
を
支
え

て
い
る
の
が
宮
城
県
の
漁
業

で
あ
り
、
中
部
地
区
の
漁
業

者
の
皆
さ
ん
の
貢
献
度
は
大

き
い
」
と
阿
部
恵
一
地
域
セ

ン
タ
ー
長
は
話
す
。

　
養
殖
魚
種
は
ギ
ン
ザ
ケ
の

一
部
を
除
き
全
て
共
販
で
、

経
済
セ
ン
タ
ー
で
は
共
販
事

業
が
主
体
。
岩
崎
幸
雄
セ
ン

タ
ー
長
は
、「
生
産
者
が
一

生
懸
命
手
を
か
け
た
も
の
を

少
し
で
も
高
く
売
り
た
い
」

と
日
々
奮
闘
し
て
い
る
。

　
地
域
セ
ン
タ
ー
の
事
務
受

託
は
４
つ
。
一
つ
は
カ
キ
殻

処
理
や
、
カ
キ
販
促
等
の

「
石
巻
市
沿
岸
漁
業
振
興
協

議
会
」。
次
に
ホ
シ
ガ
レ
イ

や
ヒ
ラ
メ
、
稚
ナ
マ
コ
、
ア

サ
リ
稚
貝
の
放
流
な
ど
資
源

管
理
型
の
栽
培
漁
業
を
進
め

る
「
中
部
地
区
栽
培
漁
業
推

進
協
議
会
」。
ほ
か
に
「
宮

城
県
漁
協
青
年
部
石
巻
総
合

支
所
支
部
」、「
表
浜
石
巻
地

区
乾
海
苔
生
産
者
の
会
」。

密
漁
防
止
や
安
全
操
業
の
啓

発
に
も
余
念
が
な
い
。

　
中
部
地
区
は
比
較
的
後
継

し
に
も
つ
な
が
る
。

　
気
仙
沼
市
魚
市
場
へ
の
組

合
員
の
水
揚
げ
金
は
全
て
同

セ
ン
タ
ー
を
通
じ
て
漁
業
者

や
問
屋
な
ど
に
支
払
わ
れ
る

た
め
、
組
合
共
販
ば
か
り
で

な
く
、
漁
船
漁
業
と
の
関
係

も
深
い
。

　
安
部
次
長
代
理
は
「
組
合

員
に
頑
張
っ
て
も
ら
え
る
環

境
を
金
融
面
か
ら
整
え
る
。

水
揚
げ
を
増
や
す
た
め
に
融

資
の
対
応
な
ど
で
ご
協
力
で

き
、
資
材
の
購
入
や
船
の
機

関
換
装
な
ど
で
水
揚
げ
能
力

を
増
す
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
れ

ば
」
と
心
が
け
る
。

　
組
合
の
人
事
ロ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
制
度
で
、
昨
年
の
４
月

か
ら
志
津
川
、
歌
津
の
両
支

所
窓
口
職
員
を
金
融
セ
ン
タ

ー
の
所
属
に
変
更
。
現
在
は

そ
れ
ぞ
れ
に
３
人
ず
つ
を
派

遣
し
、
誰
か
が
休
む
場
合
は

同
セ
ン
タ
ー
か
ら
職
員
が
出

向
い
て
業
務
に
当
た
る
。

　
安
部
次
長
代
理
は
「
北
部

地
区
の
場
合
は
地
理
的
に

中
、
南
部
か
ら
遠
く
、
特
に

女
性
の
場
合
は
転
勤
が
少
な

い
。
そ
の
た
め
か
職
員
の
仲

が
良
く
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が

い
い
の
が
特
徴
」
と
話
す
。

　
課
題
も
あ
る
。
髙
橋
セ
ン

タ
ー
長
は
「
支
所
に
も
よ
る

が
、
お
客
さ
ん
は
（
他
の
金

融
機
関
と
）
金
利
な
ど
を
比

べ
て
選
ぶ
た
め
、
顧
客
流
出

も
あ
る
」
と
説
明
。
高
齢
者

の
場
合
は
窓
口
業
務
終
了
を

き
っ
か
け
に
切
り
替
え
る
こ

と
も
あ
る
と
い
う
。

　
唐
桑
支
所
で
は
曜
日
限
定

窓
口
が
あ
る
が
、
大
谷
本
吉

支
所
、
大
島
出
張
所
は
昨
年

閉
鎖
し
た
。
安
部
次
長
代
理

は
「
流
出
防
止
と
し
て
Ａ
Ｔ

Ｍ
を
設
置
す
る
が
な
か
な
か

難
し
い
」
と
頭
を
痛
め
る
。

　
積
極
的
な
声
が
け
を
進
め

て
流
出
の
抑
制
を
狙
う
。
年

度
末
に
か
け
て
定
期
貯
金
の

推
進
を
図
り
、
ダ
イ
レ
ク
ト

メ
ー
ル
と
電
話
で
来
店
を
呼

び
か
け
て
い
る
。

　
今
年
度
は
定
期
貯
金
の
金

利
を
、
書
き
換
え
の
場
合
も

含
め
て
通
年
で
０
・
１
５
％

に
設
定
。
髙
橋
セ
ン
タ
ー
長

は
「
他
機
関
は
期
間
限
定
で

金
利
を
高
く
す
る
こ
と
が
多

い
が
、
う
ち
は
年
間
を
通
し

て
の
金
利
。
他
よ
り
高
い
」

と
利
用
を
呼
び
か
け
る
。

者
が
い
る
支
所
も
多
い
の
が

特
徴
だ
。「
収
入
が
よ
け
れ

ば
当
然
生
産
者
は
残
る
。
そ

れ
が
代
々
つ
な
が
る
と
良

い
」
と
岩
崎
セ
ン
タ
ー
長
。

「
品
質
の
良
い
も
の
を
作

り
、
稼
げ
る
漁
業
」
を
目
指

し
て
き
た
こ
と
に
加
え
、
周

年
何
ら
か
の
水
揚
げ
が
あ
る

豊
か
な
漁
業
資
源
も
幸
い
。

　
木
村
千
之
運
営
委
員
長
は

「
お
金
に
な
る
漁
業
を
す
る

た
め
に
は
、
時
代
に
乗
り
遅

れ
た
ん
で
は
だ
め
だ
。
設
備

や
漁
具
の
投
資
で
も
、
ど
ん

ど
ん
進
ん
で
い
か
な
く
ち

ゃ
。
一
回
遅
れ
て
し
ま
っ
た

ら
な
か
な
か
追
い
付
か
れ
な

い
か
ら
」
と
力
を
込
め
る
。

若
い
漁
業
者
た
ち
は
自
分
た

ち
が
育
て
た
も
の
を
積
極
的

に
全
国
に
発
信
し
、
あ
る
い

は
世
界
を
見
据
え
て
生
産
・

販
促
。「
販
促
は
漁
協
に
と

っ
て
永
遠
の
テ
ー
マ
。
震
災

後
は
浜
と
支
所
・
総
合
支
所
・

本
所
が
一
体
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
る
」。
若
者
の
パ

ワ
ー
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
大

き
く
後
押
し
し
て
い
る
。

　
数
あ
る
養
殖
魚
種
の
な
か

に
は
こ
こ
数
年
の
不
振
に
あ

え
ぐ
ホ
タ
テ
や
、
昨
年
種
苗

不
足
に
苦
し
ん
だ
ワ
カ
メ
も

あ
る
。
春
漁
も
不
振
だ
っ

た
。
い
い
と
き
ば
か
り
で
は

な
い
が
、
ど
ん
な
と
き
も
各

支
所
の
状
況
を
し
っ
か
り
と

把
握
し
本
所
に
つ
な
ぐ
。

　
「
こ
こ
は
野
球
で
い
う
と

シ
ョ
ー
ト
か
セ
カ
ン
ド
。
セ

ン
タ
ー
か
ら
来
た
ボ
ー
ル
を

私
た
ち
が
し
っ
か
り
と
中
継

し
バ
ッ
ク
ホ
ー
ム
す
る
。
ま

さ
に
、
チ
ー
ム
プ
レ
ー
で

す
」
と
阿
部
セ
ン
タ
ー
長
。

県
漁
協
の
業
務
内
容
を
経
済

セ
ン
タ
ー
長
と
金
融
セ
ン
タ

ー
長
に
し
っ
か
り
と
報
告
す

る
と
同
時
に
　
支
所
の
支
所

12

長
さ
ん
た
ち
と
も
常
に
連
携

を
と
る
の
が
自
分
の
仕
事
だ

と
話
す
。 「一
番
大
事
な
の
は

浜
を
見
、
浜
に
向
か
っ
て
、

漁
業
者
の
人
た
ち
が
仕
事
を

し
や
す
い
よ
う
な
環
境
や
体

制
を
整
え
る
こ
と
」。
長
年

表
浜
支
所
の
支
所
長
を
務
め

て
き
た
か
ら
こ
そ
、
浜
と
直

接
接
す
る
こ
と
が
な
く
な
っ

た
今
も
そ
れ
を
意
識
す
る
。

　
「
組
織
は
チ
ー
ム
。
強
い

チ
ー
ム
は
一
丸
と
な
っ
て
い

ま
す
か
ら
」
と
両
セ
ン
タ
ー

長
は
声
を
そ
ろ
え
る
。
一
方

で
「
　
支
所
を
が
っ
つ
り
ま

12

と
め
る
の
が
俺
の
仕
事
だ
」

と
木
村
委
員
長
。
そ
れ
ぞ
れ

が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
し
っ

か
り
支
え
合
っ
て
い
る
。

豊
か
な
漁
種
、支
え
る
強
力
チ
ー
ム

石巻総合支所　地域・経済両センター　３つの総合支
所のうち、中部の石巻市と女川町の12の支所を統括す
る。管内の組合員数2332人、うち正組合員984人、准
組合員1348人。職員は地域センター２人、経済センタ
ー10人。取扱高は2017年度で164億8100万円。カキ
をはじめ全ての養殖魚種がそろい、漁船漁業も盛んだ。

 
石
巻
総
合
 地
域
・
経
済
セ
ン
タ
ー
 
 

気
仙
沼
総
合
 金
融
セ
ン
タ
ー


 

気仙沼総合支所　金融センター　南三陸町から
気仙沼市までの北部地区金融部門を担当する。
職員は歌津、志津川支所のセンター窓口も合わ
せて20人（臨時、嘱託含む）。2018年11月末時
点で貯金口座数1万4387口、貯金残高338億4900
万円、貸付金25億1300万円。

水
揚
げ
が
一
番
、金
融
面
か
ら
支
援

木
村
千
之
運
営
委
員
長

阿
部
恵
一
地
域
セ
ン
タ
ー
長

髙
橋
勇
太
郎
セ
ン
タ
ー
長

安
部
俊
一
次
長
代
理

養
殖
魚
種
全
て
そ
ろ
う

常
に
浜
を
向
い
て

丁
寧
な
対
応
心
が
け

積
極
的
に
声
が
け
を

稼
げ
る
継
げ
る
漁
業

岩
崎
幸
雄
経
済
セ
ン
タ
ー
長

頑
張
れ
る
環
境
整
え
る

支
所
を
訪
ね
て
 

カキはじめ
好評完売！ 
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